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環境にやさしい植物工場の追求 
－両面太陽電池駆動が可能なエコ指向植物工場の追求－ 
 
Research on a low-energy-consumption vegetable factory 
 
グローバルシステムデザイン学科 吉田淳一（Junichi YOSHIDA） 
      
A configuration for a vegetable factory has been examined from the viewpoint of energy 
effectiveness. It was shown that solar-energy-driven vegetable factories still has subjects which need 
further study but has great potential, especially in snowy, northern areas, by using bifacial solar cells 
and high-efficiency LEDs. 
 
北海道のように冬季に積雪の影響が無視できない地域では，積雪の影響が無く冬季に多
くの発電量が得られ，しかも発電量の設置方位依存性がほとんど無い両面受光型太陽電池
パネルが有利である。この両面受光型太陽電池の利用を想定し年間の発電量の推定を行い，
それをもとに低消費電力 LED 光源パネルを用いたエコ指向植物工場の形態について検討を
行った。 
千歳科学技術大学に設置されている両面受光型太陽電池実証実験設備で 2005年から 2009
年までの間に実測された垂直設置両面受光型太陽電池パネル２枚分の月別発電量を平均す
ると，15-20kWh/月程度の発電量がほぼ平均的に得られている。この間の平均年間発電量は
約 230kWh であった。 特徴的なのは、冬季 2-3 月の発電量が他の月と比べて高いことで，
垂直設置であることと受光面が両面にあることにより，雪面での反射による反射光を効率
よく発電に使えるからである。小規模植物工場（日産株数 50 株程度）を想定し，定植から
収穫までの日数を 20 日と仮定すると，必要とする全植えつけ株数は約 1,000 株である。栽
培する植物の種類にも依存するが，我々が従来から検討しているルッコラは，8cm ポットを
使用していることから、LED 光源パネル 1 枚あたり約 10 ポットが栽培可能である。これを
前提に必要な太陽電池パネル数を推定すると、現状では約 300 枚という数字が得られた。
この結果は、植物栽培に必要な LED 光源パネルの電力を太陽電池ですべてを賄うには現状
ではまだ解決すべき課題があることが分かる。しかし、現在，高効率 LED ﾁｯﾌﾟや発電効率
を上げた両面受光型太陽電池パネルも開発されており，我々が実験で使用したものより多
くの出力が得られるようになっていることから，植物工場のエコ化の可能性は高まってき
ていると考えている。今後、さらに多角的な角度からの検討を行うことにより，太陽電池
のようなクリーンエネルギーとの組合せという植物工場の将来方向を示す研究を推進する。 
なお、本研究の一部は科学技術振興機構研究成果最適展開支援事業フィージビリティス
タディシテージの補助を受けて実施したものである。 
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